
第４６回交流フロア運営会議（議事概要） 
 

１ 日時・場所 

 平成２７年９月２日（水）１８：３０～２０：００ 

 伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 

 

２ 参加者数 ２５人 

 

３ 会議内容 

 (1)利用者アンケートの結果について（インターンシップ実習生） 

  8月中の６イベントで参加者にアンケートをとった結果、20代の利用者がまったくなかった。 

  30代の利用者も少なく、多くは親子連れだった。 

  男女ともに60代以上参加者が多かった。 

  普段の利用目的は、図書利用が多かった。 

  イベントを知ったきっかけは、広報・新聞・チラシ・ポスターが多かった。 

 (2) イベント等の提案（インターンシップ実習生） 

内 容 

①「むぎわら音頭」とヘアアレンジ講座で、子どもや学生層の参加を増やしたい（中尾） 

 →お祭りに使えるヘアアレンジを紹介して、お互いにアレンジしあう 

  音頭のレクチャーと合わせることで、世代間交流も図る 

②就職活動を応援するセミナーや質問コーナーを作る（福元） 

 →実際の会社の人事担当に来てもらって、面接時にどこを見ているかなどのアドバイスを。 

  若手のビジネスパーソンから経験談などを話してもらう。 

③出張返却ボックスの設置、猪名野神社イベント（福井） 

 →返却ボックスを市内に増設して、広報等で告知 

  神社のルーツや妖怪の紹介 

意 見 

  ①伊丹独自の音頭「ビューティフルサンデー」の方が馴染みがあるのでは。 

  ②会社に就職する以外の道もあるので、視野を広げてはどうか。 

  ③他市の状況は？ 

関西スーパーなど商業施設に置くのはどうか。 

宅配サービスや、返却と次の予約本が同時にできる返却ロッカーがあれば嬉しい。 



 (3) 「語りさろん」「読書さろん」を開きたい 

  内 容 

  ・武庫之荘でサポートしていた「哲学カフェ」を１月から伊丹で主催するようになった。 

  ・毎月第３土 or日曜14:00～「café champroo」にて開催。毎回6～7人が参加。40代が多い。 

  ・１冊の本について議論する「読書さろん」と、設定したテーマについて語り合う「語りさろ

ん」を月替わりで交互に実施。10月分をことば蔵で開催したい。 

  ・現在の名称は「伊丹カタリバ」だが、もっといい名前があれば変えたい。 

意 見 

  ・ことば蔵で開催するときは、初回は常連メンバーにたくさん来てもらって賑やかに。 

  ・息長く続けば、固定ファンができそう。 

  ・テーマに関連付けがあれば、もっといい。映画などを切り口に、幅広い世代にアピールを。 

今 後 

  実施へ向けて日程調整をする。 

 (4) オープンデータ イベントの企画 

  内 容 

  ①「オープンデータを編集しよう！ ～OpenStreetMapに書いてみよう～」 

   参加者を市内の各地域に割り当て、取材した内容を地図に落とし込んでいく「マッピングパ

ーティ」を開催。まち歩きイベントに絡めて実施できないか。 

  ②「WikipediaTown in 伊丹 ～まちの情報を編集して公開しよう～」 

   参加者が伊丹市の見所、史跡などを取材してウィキペディアへ掲載する。 

   イベントとしてはハードルが高い？ 

今 後 

11月8日（日）の市制施行75周年イベント時の開催に向けて、調整する。 

プレイベントも検討する。 

 

４ 次回の運営会議 

平成２７年１０月７日（水）１８：３０～ 

伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 


